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マスター タイトルの書式設定情報発信の取組について ①

Twitterによる情報発信
【国民に対して防災減災の取組をわかりやすく伝える】

● 防災・減災対策を進めていくに当たっては、防災意識の向上など、国民の理解や共感を得ていくことが不可欠。
● 本プロジェクトでは、Twitterを活用し、プロジェクトを貫くスローガン「いのちとくらしをまもる防災減災」をハッシュタグ（#）化した情報
発信、TEC-FORCE（テックフォース）の認知度向上、SNSを活用した防災情報発信の強化、ウェブマガジンでの特集、現場での
情報発信などに取り組んできた。

● プロジェクトの内容をわかりやすく伝えるパンフレットなど、あらゆる手段を活用し、国民一人一人への浸透・定着を図りつつ、地域の
防災力を高めるための国民運動を展開していく。

【大臣プロジェクトの発表： 動画（3.９万回再生）】 【簡易型河川カメラ映像のWebでの提供開始】

【地域での防災意識の醸成をはかる】
【若手職員による情報通信技術・ 土砂災害対策技術の紹介】

【中学生や住民によるマイ・タイムライン作成の推進】 【民間事業者と連携した小学生向け砂防教室の開催】 【地元メディアとの連携体制の構築】 １



マスター タイトルの書式設定情報発信の取組について ②

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（テックフォース）の認知度向上

SNSを活用した防災情報発信の強化

【PR動画の制作】 YouTubeで公開

TEC-FORCEの支援内容を特に支援対象
となる自治体向けにわかりやすく紹介。

【各種雑誌に掲載】

「Jレスキュー」や「ドローン.biz」等の各種雑誌において、
TEC-FORCEの活動を詳しく紹介。

【気象庁緊急会見の
YouTube生中継】

【TikTokとの連携による
防災知識の普及啓発】

住民に対し、リアルタイムで
注意喚起（3/25～）

中高生に人気の動画アプリ。
防災知識をわかりやすく学べる。
特集ページとしてバナーで表示。

【小学生向け防災教育動画
YouTube】

氾濫が起こりそうなときに、川の特
性をとらえたうえで、避難行動につ
なげることをねらいとした動画

（Jレスキュー5月号） （ドローン.biz2月号）

国土交通省ウェブマガジン（Grasp）での特集
国土交通省ウェブマガジン（Grasp）での特集
・各テーマを統括する技監、各国土交通審議官から、各テーマにおける課題を解説し、
自らの考えや問題意識を紹介する特集記事を掲載。

【垣根超えた協力で防災・減災】 【治水対策とまちづくりの更なる連携へ】

【必要な情報をすべての交通利用者に】 【国全体での「防災の主流化」の推進】

【北陸地方整備局松本砂防事務所】 【北陸地方整備局千曲川河川事務所】

現場での情報発信
第１回本部会議での議論を踏まえ、本省担当部局から、各地方整備局等に対し、
工事看板にスローガンを記載し、現場での活用を呼びかけ。
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